
科目名 使用教科書・副教材等 単位数 学科・学年 

工業「 実 習 」(必修科目) 
建築設計製図（実教出版） 

新版建築実習１・２(実教出版） 
２単位 建築科・２学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 
到達目標 

１ 建築実習における測量器具の機能や操作、測量技術と結果の処理などの知識と技術を深めるとと
もに、基礎実習で施工技術を学習し、測量との応用を把握する。 

２ ＣＡＤ実習による作図や建築物の外観模型を製作することにより、製図技術や表現方法を習得
し、創造力を養う。 

２ 学習計画等 

学
期 

学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 考
査 

１
学
期 

１ 木材加工１ 

（１）道具の基本的な使い方 

（２）切断・組み立て 

２ 水準測量 

（１）昇降式による水準測量 

（２）器高式による水準測量  

（３）内業 

４ 

・自動レベルで高低差を昇降式で水準測量し

野帳の記入方法と各測点の標高の求め方を

学習する。 

・セオドライトの構造やすえつけ方法、角度
の読みとりなどを学習し、水平角を測量す
る。 

 

５ 

６ 

 

７ 

２
学
期 

３ 木材加工２ 

（１）椅子のデザイン 

（２）切断･加工・組み立て 

４ セオドライド測量 

（１）水平角の測角 

（２）角の測設 

５ ＪＷＣＡＤの図面作成 

（１）ＪＷＣＡＤの使用方法 

（２）色の付け方 

（３）木造住宅の平面図作成 

（４）住宅模型の展開図作成 

８ 

・木材の性質を理解させ、切断方法を習得させる。 

・金槌･鑿・鉋・釘・ペンキなどの使用方法を習得

させる。 

・測量器械を使った縄張りや水盛り遣り方の

方法を学習する。 

・地盤の強化や布基礎の工法を学習する。 

・ＣＡＤで木造住宅図面の入力とファイルの
取り扱いについて学ぶ。 

 ９ 

10 

11 

 

12 

３
学
期 

６ 店舗付き住宅模型の製作 

１ 
・自由設計した店舗付き住宅の外観模型を製

作し、立体的な表現方法やプレゼンテーシ
ョンの方法を理解する。 

 ２ 

３ 

 

３ 評価規準及び評価方法 

⑴ 評価規準 

  知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

評 
価 
基 
準 

建築実習の各分野に関する基礎
的な知識と技術を身につけ、実際
の仕事を適切に処理する技術を身
につけている。 

建築実習に関する単元の適切な
解決をめざして、みずから思考し、
基礎的な知識と技術を活用して適
切に判断し、その結果を的確に表
現し伝える能力を身につけてい
る。 

建築実習について主体的に興
味・関心を持ち、その改善向上を
めざして意欲的に取り組むととも
に、積極的に学ぶ態度を身につけ
ている。 

⑵ 評価方法 

  知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

方法 

実際の建築物の測量や施工に応
用できるか。また、工程を理解し、
作業の安全を確かめ危険防止につ
とめることができるか。 

 ＣＡＤや専門的な知識と技術を
活用し、創意工夫しているか。建
築物の立体的構成や力の流れにつ
いて理解しているか。 

集中して作業に取り組み、自主
的に理解しようとしているか。ま
た、能率的に作業を進め、提出期
限を守れているか。 

４ 確かな学力を身に付けるためのアドバイス 

建築実習の内容を十分に理解し、根気強く丁寧にかつ正確に作業をしなければならない。また、互いに協力し合

う態度を養い、社会で求められるいろいろな技術を体験的に理解し身に付けましょう。 

建築実習では、各テ－マごとにレポ－トや課題作品の提出が必要になります。内容に不足や誤りがないかを確認

した上で、期限までに提出することも大切です。 


